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大学生の精神健康状態の推移と心理的変化の関連
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Successive changes in the mental health of university students
and their relationship to psychological changes

Keiko Murai（Department of Psychology, Kobe Gakuin University）
and Saki Tenma（Graduate School of Humanities and Sciences, Kobe Gakuin University）

　This study aimed to understand the time of year when university students' mental health tends to change, 
as well as to examine the relationship between mental health transitions and psychological changes. The 
participants included 90 university students who completed the General Health Questionnaire （GHQ12） on a 
weekly basis for 14 weeks. Furthermore, they completed TEG-II and the Tree-Drawing test at two time points. 
Within these samples, we found that mental health issues began to rise at the beginning of a new semester and 
that it was more effective to carry out screening tests in May or June when students' mental health was more 
stable. In terms of psychological changes, our findings suggested that, regardless of the presence of mental health 
issues, the students' activities and interests toward others increased and they tended to refrain from assertiveness 
and respect others, which might have led to mental health problems. On the other hand, changes in the Tree-
Drawing tests differed substantially among individuals, thus making it difficult to find a relationship between the 
results of the drawing tests and their mental health conditions. Future research should study individual long-term 
psychological and mental health changes.
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問題と目的

　大学生として大学生活を送る時期は青年期から成
人期に移行する時期であり，精神的・社会的課題に
直面する発達的に重要な時期である。精神障害が好
発する時期とも言われており，疫学的研究では 12
パーセントから 50パーセントの大学生が何らかの精
神障害の基準を満たすと報告されている（Bruffaerts 
et al., 2018）。また，15歳から 29歳の第 2の死因は自
殺であることが報告されており（WHO, 2017），この
傾向は日本でも同様で（高柳他 , 2017），精神的な問
題が生じやすい大学生へのサポートは多くの国で重
要な課題となっている。
　日本において，徳永・橋本（2002）が行った中学生，
高校生，大学生および社会人に対する健康度や生活
習慣に関する調査では，中・高・大と学年が進むほ
ど生活習慣が悪化し，社会人になると一部を除いて
改善することが示されている。また，大学 1年生か

ら 4年生にかけて徐々に精神健康は低下する傾向に
あるという（今野他 , 2015）。大学では規則的な授業
がないため，生活が乱れやすいことが精神健康の問
題を生じさせる要因の一つと考えられる。特に 4月
から 6月にかけて不調を訴える学生が多く（太刀川 , 
2011），精神健康状態の細かな変化を把握する必要が
あるといえる。同時に大学時代はいわゆるアイデン
ティティの確立の時期でもあり，精神的な変動は成
長の一過程ととらえることもできる。
　そこで本研究では，大学生に対して 4月から 7月
に週 1回の精神健康の自己チェックを実施し，自己
記録によって得られる継時的な変化から，どの時期
にどのような変化がみられるかを把握するとともに，
それが人格検査の指標の変化と関連があるかどうか
を検討することとした。大学 1年生から 4年生にか
けて徐々に精神健康が低下し，4月から 6月に不調
を訴える学生が多いことから，大学 2年生から 4年
生の前期の精神健康状態の推移をみることで，一時
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的な変動に左右されずに精神健康状態を把握できる
時期が見出せると考える。また，質問紙と投影法に
よる人格検査を並行して実施し，意識面と無意識面
の心理的変化をみることで，心理的援助が必要な危
機的な精神健康状態の変化と，心理的成長の過程と
して見守ることができる精神健康状態の変化を判断
する手がかりが得られるのではないかと思われる。

方　　法

調査対象者

　兵庫県内の A大学において 2年生から 4年生を対
象に開講された「心理検査法」の受講生 156名のうち，
調査に同意した 90名（男性 35名，女性 55名；19
歳～ 22歳）を調査対象者とした。調査の実施期間は
2017年 4月から 7月の約 4か月間であった。
　また，大阪府内の B大学において 1年生を対象に
開講された「カウンセリング論」の受講生 66名（男
性 10名，女性 56名；18歳～ 19歳）を対象として
2016年 4月から 7月の約 4か月間に行われた，週 1
回の精神健康状態の自己記録を比較データとして用
いることとした。

手続き

　調査は「心理検査法」の初回授業時に，授業の一
環として健康や授業出席の自己管理の重要性につい
ての説明を行った後，毎週，授業開始時に精神健康
状態の自己チェックを行い，得点をグラフに記入す
るよう教示した（図 1）。同様に授業の一環として，
授業の 2回目（4月）および 12回目（6月）におい
て質問紙法と投影法の 2種類の人格検査を実施した。
さらに，14回目（7月）の授業時に本調査の目的に
ついて説明し，同意が得られた者のデータのみを回
収した。データ回収時には倫理的な配慮について口
頭と書面で説明し，同意書に署名を得た。なお，本
研究は神戸学院大学人を対象とする医学系研究倫理
審査委員会の承認を得ている（承認番号：HEB17-
09）。

調査内容

1）　精神健康調査票（GHQ；中川・大坊 , 1985）
　毎週の精神健康状態の自己チェックには精神健康
調査票（GHQ）を用いた。GHQは非器質性・非精神
病性精神障害のスクリーニングを目的として開発さ
れたもので，数値が高いほど精神健康に何らかの問
題がある可能性があることを示す。12項目の質問か
ら構成されている GHQ12は GHQ60の短縮版で，高
い妥当性と信頼性を持ちながら短い時間で実施でき
る利点がある。本研究では毎週実施することを考慮
し，負担の少ない GHQ12を用いた。
2）　東大式エゴグラム（TEG-II；東京大学医学部心
療内科 TEG研究会 , 2006）
　授業の 2回目と 12回目に実施した人格検査のうち，
質問紙法として TEG-IIを用いた。TEG-IIは，個人
の観察可能な行動を 5つの自我状態（Critical Parent：
CP，Nurturing Parent：NP，Adult：A，Free Child：
FC，Adapted Child：AC）に分類し，それらのエネル
ギー量の高低で性格傾向を把握しようとするものであ
る。CPとは，理想や責任といった価値判断や倫理観
など，父親的な厳しい部分を示す。NPとは，共感や
思いやりなど子どもの成長を促進するような母親的な
部分を示す。Aとは，事実に基づいて物事を判断しよ
うとする部分を示す。FCとは，本能的な欲求や感情
など，天真爛漫な部分を示す。ACとは，周囲の人た
ちの期待に添うように「イイ子」であろうとする部分
を示す。53問の質問項目に「はい：2点」「どちらで
もない：1点」「いいえ：0点」で回答し，各自我状態
の得点を棒グラフで表す。医療機関だけでなく，教育
分野や産業分野でも広く用いられており，性格傾向や
行動パターンを理解する手がかりとして活用されてい
る。本研究は学生の心理的変化をとらえることを目的
としていることから，簡便に性格傾向を把握でき，学
生自身の自己理解にも利用できる TEG-IIを用いるこ
ととした。評価にあたっては，樹木画テストの量的指
標との関連を見出すため，全体のパターンではなく，
各自我状態の変化を指標として用いた。
3）　樹木画テスト（Bolander, 1977；高橋・高橋, 1986）
　授業の 2回目と 12回目に実施した人格検査のうち，
投影法として樹木画テストを用いた。樹木画テスト
は，人物画などに比べて比較的抵抗なく自由に自己
像を表現でき，また，樹木が成長のモチーフである
ことから，心理療法などの過程を検討するのに有効
なものであるとされている（大辻・村井, 2003）。樹
木画は，本研究の目的である学生の心理的変化，特
に人格の成長的変化をとらえることに適しており，
比較的負担なく実施できるため，本研究で採用する
こととした。
　樹木画を評価するにあたっては，変化を客観的に
とらえるため，量的指標と発達的指標を用いた。指
標としては，先行研究（Bolander, 1977；Buck, 1948；

図 1　自己チェック用紙
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図 2 GHQ 平均値と欠席者数の推移(N=90) 
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Hammer, 1958；一谷他 , 1986；岩井 , 1981；Koch, 
1970；大辻・ 村井・塩川 , 2003；高橋・高橋 , 1986；
山下 , 1982）から 10指標を抽出してチェックリスト
を作成し，評価基準として使用した（表 1）。チェッ
クリストによる樹木画の評価は筆者ら 2名が行った。
評価が一致しない項目がある場合は評価基準を確認
し，再度評価を行った。

結　　果

GHQの変化

　調査に同意を得た A大学 90名の GHQ平均値と欠
席者数の推移，および B大学 66名の比較データを図
2に示す。B大学の GHQ平均値は 4月から 6月にか

けてゆるやかに低下し，6月末にやや上昇して，7月
に低下している。A大学の GHQ平均値は B大学に
比べて上下幅がやや大きく，5月に上下を繰り返し
た後，緩やかに低下し，6月末に再び上昇してから
低下する傾向がみられた。
　A大学の GHQの 4か月の平均値の上位 4分の 1を
高群（22名），下位 4分の 1を低群（22名）として，
週ごとの平均値の推移をグラフにし，その変化の傾
きを中央分割推移線（Cooper, Heron, & Heward, 2007）
によって比較した（図 3）。高群の GHQ平均値は 5
月に上下を繰り返した後，6月に上昇し，6月末に低
下して再度上昇しており，GHQ平均値は 6点前後で
維持される傾向があった。一方，低群は 5月中旬と
6月末に上昇した後，低下しており，徐々に 0に近
づく傾向がみられた。

 
表 1 樹木画チェックリスト 
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図 2　GHQ平均値と欠席者数の推移（N=90）

 
 

 
図 3 GHQ 高群と低群の比較 
 
 

 
図 4 樹木画の各部位の変化(N=65) 
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TEG-IIの変化

　調査に同意を得た 90名のうち，GHQ，TEG-IIお
よび樹木画テストを全て提出した者 65名を対象に，
TEG-IIの変化を検討した。GHQ上位 4分の 1を高群
（16名），下位 4分の 1を低群（16名）として繰り返
しのある 2要因の分散分析を行ったところ，NPにお
いて有意な交互作用が認められた（F（1, 30）=4.35, 
p<.05）（表 2）。単純主効果の検定の結果，時期の主
効果が有意（高群 F（1, 30）=10.22,  p<.01；低群 F（1, 30）
=13.78,  p<.01）で，両群ともに 4月より 6月が高くなっ
た。群間の単純主効果は 6月において有意（F（1, 30）
=8.71,  p<.01）で，高群より低群の方が高かった。FC
においては有意な交互作用はなかったが，時期の単
純主効果に有意な差が認められ（F（1, 30）=15.49,  
p<.01），両群ともに 4月より 6月が高くなることが
示された。

 
表 1 樹木画チェックリスト 
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表 2
GHQ高群と低群の TEG-IIの比較

樹木画の変化

　調査に同意を得た 90名のうち，GHQ，TEG-IIお
よび樹木画テストを全て提出した者 65名を対象に，
樹木画の変化を検討した。樹木画の評価は，筆者ら
2名がそれぞれチェックリストを用いて行った。評
価が一致しているかどうかについて Kappa係数を求
めたところ，いずれの項目もほぼ一致しているとみ
なされる高い Kappa係数であった（k=0.72～ 1）。評
価が一致していない項目についてはチェックリスト
による基準を確認し，再度評価を行ったところ 2回
目の評価で全て一致した。
　次に，4月と 6月の樹木画テストの変化の有無を
検討した（図 4）。最も変化があったのは「幹と樹冠
の高さの比率」で，変化があったのは 65名中 29名
であった。このうち 4月よりも 6月に幹が短くなっ
た者は 21名，反対に長くなった者は 8名であった。

 
 

 
図 3 GHQ 高群と低群の比較 
 
 

 
図 4 樹木画の各部位の変化(N=65) 
 
 

図 4　樹木画の各部位の変化（N=65）

　GHQ上位 4分の 1を高群（16名），下位 4分の 1
を低群（16名）として，樹木画の変化の有無に違い
があるかどうかを検討するため，樹木画のチェック
リスト項目それぞれについてフィッシャーの直接確
率検定を行ったところ，いずれも有意な差は認めら
れなかった。
　「幹と樹冠の高さの比率」について，幹が短く変化
した群（21名），変化しなかった群（36名），幹が長
く変化した群（8名），それぞれの 4月と 7月の GHQ
の差に違いがあるかについて繰り返しのない一要因
の分散分析を行ったところ，差は認められなかった
（F（2, 62）=1.02, n.s.）。「幹と樹冠の高さの比率」の
それぞれの群と TEG-IIの変化との関連をみるため，
繰り返しのある 2要因の分散分析を行った（表 3）。
その結果，CPにおいて有意な交互作用が認められた
（F（2, 62）=5.05,  p<.01）。単純主効果の検定の結果，
幹が長く変化した群において時期の主効果が有意（F
（1, 62）=8.12,  p<.01）で，幹が長く変化した群のみ 4
月より 6月の CPが低くなった。NPにおいて有意な
交互作用はなかったが，時期の単純主効果に有意な
差が認められた（F（1, 62）=9.83）。また，ACにお
いても有意な交互作用はなかったが，群間の単純主
効果に有意な差が認められた（F（2, 62）=3.49）。

考　　察

　本研究の目的は，大学生の精神健康状態の変化を
自己記録の推移から把握するとともに，その変化と
心理的変化との関連を検討することで，精神健康状
態を知るための適切な時期や，早期の支援が必要か
どうかの手がかりを得ることであった。
　GHQ平均値の推移について，B大学（2年生，3
年生の 4年生）と A大学（1年生）では A大学の方
が変動がやや小さく，大学が異なるため単純には比
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較できないものの，1年生の方が比較的安定してお
り，2年，3年と学年が上がるごとに不安定になるの
ではないかと思われた。全体としては 4月が最も高
く，6月に向けて徐々に低下し，6月末に上昇した後，
低下するというカーブを描く傾向がみられた。精神
健康状態は，新年度が始まり，新しい生活に慣れる
にしたがって落ち着いていくが，6月の気温の変動
や課題の提出などによる心身への負担や，新たな環
境への不適応感などの心理的な問題が影響し，授業
への欠席が増え，GHQが一時的に上昇するのではな
いかと推測される。GHQ低群と高群の推移をみる
と，高群の平均値の変動が大きく，低群の GHQが 6
月 27日の GHQ上昇後にすぐに低下していることに
対して，高群は上昇したままになっている。太刀川
（2011）は，4月から 6月にかけて不調を訴える学生
が多いと述べているが，4月に精神健康に問題を感
じている場合，変動しながら 4か月後もその問題が
持続している可能性があり，急に不調になるわけで
はないと考えられる。
　TEG-IIの変化について，全体として NPと FCが有
意に上昇することが示唆された。NPは思いやりや優
しさを，FCは活動性や感情表出の豊かさを示す指標
であり，大学生活を送る中で，他者への思いやりや
大学生活を楽しむといった成長的な変化が生じるも
のと考えられる。特に NPについては，精神健康の
問題の比較的少ない GHQ低群が高群よりも有意に上
昇することが示されており，精神健康状態が良好で
あることが他者を受容する心の余裕をもたらしてい
ると考えられる。
　本研究において，樹木画の変化と GHQには関連
が認められなかった。樹木画の変化の指標のうち，
最も変化した人数が多かったのは「幹と樹冠の高さ
の比率」であった。幹と樹冠の高さの比率は発達指
標として有効であるとされており（Koch， 1952 林訳 

1970；山下， 1982） （図 5），青年期は幹の高さに比べ
て樹冠が最も高くなることがわかっている（一谷他， 
1986）。本研究では，幹が長く変化した群の CPが低
下した。CPは責任感や理想と関連した指標であり，
これが低下したということは一次的な精神的退行を
示唆すると考えられる。また，幹が短く変化した者
ほど ACが高いことが示された。ACは協調性や依存
性を示す指標である。幹が短く変化した群の ACが
高いということは，適応のために自己主張を抑える
という適応的変化である可能性がある。竹澤・小玉
（2004）は，青年期後期の依存性には適応的側面と不
適応的・病的な側面があると述べており，樹木画で
とらえた変化は適応的側面と考えられる。しかし，
幹の長さが変化することと GHQに関連はなかった。
加曾利（2005）は，樹木画テスト（バウム・テスト）
の指標と GHQの関連について検討し，神経症傾向
がある者の幹の高さは樹冠より長いことを示してい
る。本研究では変化を見ており，幹の高さが樹冠の
高さよりも長くなるという変化があっても，すぐに
は GHQに反映されない可能性が考えられる。

 
図 5 幹と樹冠の高さの比率(Kock, 1952 林訳 1970) 図 5　幹と樹冠の高さの比率（Koch, 1952 林訳 1970） 

 
表 3 幹と樹冠の高さの比率の変化と TEG-Ⅱの関連 
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表 3
幹と樹冠の高さの比率の変化と TEG-IIの関連
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　以上のことから，精神健康の問題は新学期が始ま
る時期にはある程度予測可能であり，精神および身
体疾患の予防のためのスクリーニングテストを実施
する場合は精神健康状態が安定する 5月から 6月に
かけて行うことが効果的であるといえる。また，心
理的な変化については精神健康の問題の有無にかか
わらず他者の受容や活動性は高まり，特に他者受容
は 4月時点で精神健康上の問題の有無による差がな
いにもかかわらず，6月には精神健康状態が良好で
あるほど伸びが大きくなることから，精神的な健康
がよりよい人間関係をもたらし，これが良好な精神
健康状態を作るという循環を生んでいると予測され
る。樹木画テストについては幹と樹冠の高さの比率
が大学生の心理的変化，特に他者との関係性を表す
指標として利用できる可能性が示唆された。わずか
4か月であるが学生たちの心理的変化として，活動
性や他者への関心が高まるとともに，自己主張を控
えて他者を尊重する方向に変化が起こりやすくなる
といえる。精神健康状態が良好であれば順調に人間
関係を広げていくことができるが，精神健康状態が
不安定であれば逆に負担となり，問題を悪化させる
引き金になると考えられる。
　一方，樹木画の変化は個人差が大きく，精神健康
状態との関連をとらえることは困難であった。本研
究で用いた 10指標は発達的変化の指標を中心に抽出
しているが，単に幹より樹冠の高さが高くなったか
らといって，それがそのまま心理的成長や精神健康
状態の改善と関連しているとはいえない。今後，本
研究で用いた 10指標の妥当性を検証するとともに，
長期にわたる変化について個別に調査する必要があ
る。
　本研究で用いた GHQ，TEG-II，樹木画テストは，
いずれも簡便に使用でき，自己理解に役立つものと
なっている。GHQでは精神健康状態が不安定になっ
ていないかどうかを，TEG-IIでは ACが急上昇し，
周囲に合わせるために精神的負担が大きくなりすぎ
ていないかどうかを，また，樹木画では幹が長くなり，
神経症傾向が出ていないかを，学生自身が自己チェッ
クし，よりよい大学生活を送るために活用すること
ができるのではないかと思われる。
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